

























－  1  －
















日付 授業タイトル 概要 










10 月 18 日 第 3回 テーマの検討 
考えの整理(ブレインストーミング、KJ 法、マインドマップ） 
レポートテーマの検討 
10 月 25 日 第 4回 序論の作成 
「問い」を作る。目標を仮規定し、アウトラインを作成する。 
序論（はじめに）を作成する 
11 月 1 日 第 5回 草稿の作成 
序論の点検・修正 
フォーマットを利用して、レポートの草稿を作成する 
11 月 8 日 





11 月 15 日 





11 月 22 日 
















（Learning Management System: LMS）が考えられる。本学では、2017 年度まで全学の LMS












こでは筆者が担当していた授業（第 3 学期・木曜日・5-6 時限）について紹介していく。本
授業は抽選定員 20 名の選択科目として開講されたが、最終的な受講者は 14 名となってい
た。受講者の所属学部の内訳は、教育学部 10 名、医学部 2 名（医学科 1 名、保健学科 1 名）、
























日付 授業タイトル 概要 










10 月 18 日 第 3回 テーマの検討 
考えの整理(ブレインストーミング、KJ 法、マインドマップ） 
レポートテーマの検討 
10 月 25 日 第 4回 序論の作成 
「問い」を作る。目標を仮規定し、アウトラインを作成する。 
序論（はじめに）を作成する 
11 月 1 日 第 5回 草稿の作成 
序論の点検・修正 
フォーマットを利用して、レポートの草稿を作成する 
11 月 8 日 





11 月 15 日 





11 月 22 日 




－  2  － －  3  －
LMS を活用したアカデミック ・ ライティング科目の授業実践
 ３．各授業回での実践内容 
第 1 回 アカデミック・ライティングとは？ 







































こと、自分の考えを主張したいこと）」の 2 点を Word ファイルに書き出してもらった。な
お、書き出した内容についてはグループでシェア・質疑応答を行って、多少のブラッシュア




Word ファイルに張り付けてもらい、そのファイルを LMS 上に提出してもらった。最後に宿
題として、「授業中に検索した図書（検索しなおしてもよい）を図書館から借りてきて翌週
に持ってくる」、「CiNii で検索した文献の中で、PDF でダウンロード可能なものはダウンロ
ードして PC に保存しておく」という課題を課した。 
 
第 3 回 テーマの検討 
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の課題として草稿をひとまず完成させたうえで LMS 上に提出するように指示した。 
 




























































の課題として草稿をひとまず完成させたうえで LMS 上に提出するように指示した。 
 














2000 文字以上（タイトルや引用文献リストを除く）」の 3 点を守るように指示した。 
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 前述の部分も含めて、本授業での LMS 活用内容は主に、①資料（授業スライドおよび参
考資料）の配布、②授業時の課題・コメント収集、③原稿（草稿、第一次原稿、最終原稿等）
の提出およびフィードバック、の 3 点であった。 
①資料の配布については、特にレポート課題作成のための参考資料を毎回提供していた
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